
平成２６年度 第１回いしかわ森林環境基金評価委員会 次第

日時：平成２６年７月１６日（水）

１０時００分～

場所：県庁行政庁舎第１１０９会議室

１ 開 会

２ 農林水産部長あいさつ

３ 議 事

(1)いしかわ森林環境基金事業の平成２５年度の取組実績

(2)環境林モニタリング調査 ―侵入竹林整備―

４ その他
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いしかわ森林環境基金評価委員会 設置要綱

（設置目的）
第１条 いしかわ森林環境基金条例（石川県条例第４１号）第１条に定め

る「いしかわ森林環境基金」（以下「基金」という。）を財源とした事業
の成果を検証・評価するとともに、事業の継続や見直しの必要性について検
討するため、「いしかわ森林環境基金評価委員会」（以下「委員会」という。）
を設置し、もって、同事業の透明性の確保と県民の理解増進にも資する。

（検討事項）
第２条 委員会は、次の事項について検討する。
（１）事業実績及び事業成果等の検証・評価に関すること
（２）事業の継続や見直しの必要性に関すること
（３）その他事業の推進に関すること

（組織）
第３条 委員会の委員は、市町長及び学識経験者、経済、社会教育、県民・消

費、農林水産関係団体の有識者からなるものとし、別紙のとおりとする。
２ 委員会に委員長を置くものとし、委員の互選により選出する。
３ 委員長は、会務を総理し、委員を代表する。

（任期）
第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。
２ 委員の再任は、妨げない。

（会議）
第５条 委員会は、委員長が招集し、会議の議長は委員長があたる。

２ 委員長に事故があるときは、委員長が指名する委員がこれを代行する。
３ 委員長は、必要に応じ、委員以外の者に出席を求め、意見を聴くことが

できる。
４ 委員会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。
５ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の時は、

委員長の決するところとする。

（議事内容の公表）
第６条 委員会は、原則として公開により実施し、議事内容は、議事要旨によ

り公表する。

（庶務）
第７条 委員会の庶務は、石川県農林水産部森林管理課において行うものとす

る。

（その他）
第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は委員会で

定めるものとする。

附則
この要綱は、平成２０年６月９日から施行する。
一部改正 平成２４年４月２日



いしかわ森林環境基金事業の
平成２５年度の取組実績

資料 １

Ⅰ 手入れ不足人工林の整備（ハード事業）

Ⅱ 県民の理解と参加による森づくりの推進（ソフト事業）

Ⅲ 平成２６年度事業計画



第二期対策（Ｈ２４～２８）の整備方針

○当初想定した22,000haの手入れ不足人工林のうち、第一期における強度間伐10,400haを
差し引いた残り11,600haについて整備を行い、手入れ不足人工林の解消を目指す。

○近年の間伐材の利用促進に向けた情勢の変化を踏まえ、残り11,600haの整備にあたっ
ては、強度間伐のほか、可能な限り利用間伐（造林事業）を推進する。

→森林環境基金事業では7,000ha程度を、造林事業では4,600ha程度を想定

Ⅰ 手入れ不足人工林の整備（ハード事業）

○手入れ不足人工林の強度間伐と
併せ、侵入竹の除去等の整備を延べ
1,700ha実施。

1



H24 H25 計

1,350 1,450 2,800

120 230 350

812 900 1,712

253 339 592

区　分
第二期

計
画

強度間伐

実
績

強度間伐

侵入竹の除去等

侵入竹の除去等

●手入れ不足人工林の強度間伐の整備計画と実績

単位：ha

※各年度予算で実施した間伐の面積であり、H25実績はH26への繰り越し分を含む。

H19 H20 H21 H22 H23 第一期計

1,300 2,041 3,055 2,069 2,085 10,550

第一期
区分

強度間伐

国庫補助金 基金

環境林整備事業
・強度間伐
・侵入竹の除去等

521,500 201,730 319,770

項　　目 事業内容 事業費

単位：千円＜事業費内訳＞

＜整備計画と実績＞
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■強度間伐の実施状況（能登町天坂 地内）

間伐前 間伐後 H19

間伐後 H25

・高木性広葉樹が繁茂

3



●侵入竹の除去等の整備計画と実績

単位：ha

H24 H25 計

侵入竹の除去 100 100 200

荒廃竹林の伐採 10 10 20

植栽 10 10 20

再生竹の刈払い 0 110 110

120 230 350

侵入竹の除去 187 100 287

荒廃竹林の伐採 9 10 19

植栽 57 33 90

再生竹の刈払い 0 196 196

253 339 592侵入竹の除去等計

区　分
第　二　期

計
　
画

侵入竹の除去等計

実
　
績

※各年度予算で実施した面積であり、H25実績はH26への繰り越し分を含む。
4



■侵入竹除去の実施状況（能美市金剛寺 地内）

伐採前 伐採後 H24

刈り払い前 H25 刈り払い後 H25

※7月に刈り払い5



①侵入竹の除去を、早急に実施したいという要望が多く、
優先的に実施

→計画 100ha、実績 187ha（H24）

②侵入竹の本数が想定より非常に多く、労務量が増大
→当初想定：平均密度 5,000本/ha

実際：平均密度8,600本/ha

③事業単価が増加
→・第二期当初想定より２割程度増加

・(例) 普通作業員
12,800円/人(24.4) → 14,400円/人(25.4 ) → 15,600円/人(26.2)

第二期の実施状況について

今後も手入れ不足人工林の解消に向け、計画的に取り組む

珠洲市宝立町（17,600本/ha)
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地元に居住していない森林所有者（不在村森林所有
者）等で合意形成が困難な箇所が存在し、整備に着手
することが難しい手入れ不足人工林がある。

引き続き、理解が得られるよう働きかけの強化
について検討

一方・・・

手入れ不足人工林の整備にあたって考慮すべき点①
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今後、該当箇所がどのくらいあるのか実態について把握

手入れ不足人工林が雪害等により被災した箇所など
において広葉樹が侵入し、針広混交林へと移行しつつ
ある森林も県内に存在。

被災前

■雪害による被災林地への広葉樹の侵入例（かほく市箕打）

被災後

他に、県内数箇所において上記のような例を確認

手入れ不足人工林の整備にあたって考慮すべき点②
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Ⅱ 県民の理解と参加による森づくりの推進（ソフト事業）

（単位：千円）平成25年度 いしかわ森林環境基金ソフト事業一覧

事　業　内　容 H25予算額 H25決算額

いしかわ森林環境基金評価委員会 600 428

いしかわの森づくり普及広報推進事業 4,980 4,635

いしかわ木に親しむ環境づくり推進事業 2,000 2,000

いしかわ森林環境功労者表彰 120 110

いしかわ森林環境実感ツアー 2,300 2,450

いしかわ景観キッズプログラムの開催（都市計画課） 800 800

小　計 10,800 10,423

こども森の恵み推進事業 5,000 4,973

いしかわの森づくり推進月間事業 2,500 2,320

企業の森づくり推進事業 1,000 780

いしかわ身近な森保全事業 11,000 11,000

森づくりボランティア推進事業（里山創成室） 3,700 3,438

里山子ども園推進事業（自然環境課） 2,000 2,000

石川の森整備活動CO2吸収量認証事業（地球温暖化対策室） 1,000 842

小　計 26,200 25,352

37,000 35,775

区分

森
林
に
対
す
る
理
解
の
増
進

県
民
参
加
の
森
づ
く
り
の
推
進

計9



１ 森林に対する理解の増進

（１） いしかわの森づくり普及広報推進事業 （事業費：4,635千円）

・ 新聞に事業成果などを掲載
・ パンフレット等の配布
・ 森づくり活動事例発表会の開催（H25.3.17開催、参加者：75名）
・ 農林漁業まつり、環境フェアなど各種イベントにおけるPRの実施 など

新聞広告

農林漁業まつり森づくり活動事例発表会
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（２） いしかわ木に親しむ環境づくり推進事業 （事業費：2,000千円）

小松駅前（小松市）

県土の保全や水資源のかん養などの森林の公益的機能の発揮に寄与する県産

材の利用を推進するため、県産材を使った木製品を公共施設等の広く県民の目に触
れる場所に設置した１１団体に支援を行った。

浅野保育所（金沢市）

補助団体名 設置場所 木製品

小松市役所（まちデザイン第1課） 小松駅前（小松市） プランター

（福）山中ふたば保育園　父母の会 保育園内（加賀市） ヤギ小屋

（福）松南福祉会　林中保育園 保育園内（白山市） テーブル、ベンチ、遊具

白山市立　林中公民館 公民館玄関（白山市） プランター、案内板

大徳保育園 保育園内（金沢市） テーブル、ベンチ

（福）浅野保育所 保育園内（金沢市） テーブル、ベンチ

（福）小立野善隣館　愛児園 保育園内（金沢市） 遊具

龍雲寺保育園 保育園門前（金沢市） 間仕切り

（特）森林環境保全・里山物語 集落広場（金沢市） ベンチ

（福）五郎島福祉会　かもめ保育園 保育園内（金沢市） 遊具

（福）建心会　実生保育園 保育園内（津幡町） テーブル、収納

計11団体11



区分 H25

表彰者数 5

表彰者　

・西田　博 氏 （津幡町）
・白山市立白嶺小学校
・輪島市林業研究グループ
・猟友会能美小松支部
・公益財団法人ニッセイ緑の財団

（３） いしかわ森林環境功労者の表彰 （事業費：110千円）

森林環境の保全に対する貢献が顕著であり、他の模範となる者を表彰した（県民
みどりの祭典にて表彰）。

県民みどりの祭典にて表彰
（津幡町）
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（４） いしかわ森林環境実感ツアー （事業費：2,450千円）

一般県民や小学生を対象に手入れ不足人工林やその整備状況等の現地を見学す
るバスツアーや、木育イベントを開催した。

利用間伐実施林を見学（輪島市）

開催日 内 容 場 所 参加人数

9/7（土） 利用間伐の実施現場の見学、侵入竹林の
整備現場の見学、元祖アテの見学

輪島市 20

9/21（土） 強度間伐の実施現場の見学、木材市場、
加工・乾燥施設見学、海岸防風林の保全対
策の体験等

小松市

加賀市

20

計 40

○ 森林環境実感ツアー（一般向け）

手入れ不足人工林を見学（輪島市） 木材加工施設を見学（小松市）13



日付 参加学校 参加人数

10/12（土） 金沢市立伏見台小学校 111

10/10（木） 加賀市立菅谷小学校 14

10/29（火） 白山市立石川小学校 49

10/31（木） 金沢市立三馬小学校 124

11/5（火） 金沢市立長坂台小学校 71

11/6（水） 白山市立明光小学校 76

計 445

○ こども森林環境実感ツアー

＜実施小学校一覧＞
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＜ こども森林環境実感ツアー 実施状況＞

間伐作業を見学（白山市） 間伐作業を見学（七尾市） 森林の働きについて学習（津幡町）

植樹体験（加賀市）木材加工工場を見学（金沢市）木材市場を見学（小松市）

15



【児童・先生の声】

・間伐作業の見学で、大きな木が「ドンッ」と倒れるのが迫力があって印象に残った。
・初めて木を切るところを見れてうれしかった。
・木を切る機械がすごかった。
・機械で木がだんだん加工されているところがおもしろかった。
・教科書だけでなく、実際に林業に携わる人々の声を聞くことができ大変良かった。
・ヘルメットをかぶって山に入るということも子どもたちはうれしいようだった。
・今後も木を仕事とする方に話しを伺いたい。

Q. 森林や林業について興味がわきましたか？

興味がわいた
50%少し興味が

わいた
45%

あまり興味がわかなかった
4%

全然興味がわかなかった
1%

子どもたちへのアンケートの結果、
実感ツアーを通して、９割以上が
森林や林業について興味がわい
たと回答。

※伏見台小学校については、児童のアンケートを実施せず。 16



○ 木育イベントの開催

＜木育イベントの様子＞

10月5,6日の「石川の農林漁業まつり」にて実施
（金沢市地場産業振興センター）

17



（５） いしかわ景観キッズプログラムの開催 （事業費：800千円）

子ども達を対象に里山の景観保全と森づくりの大切さを理解する体験学習を
3校で実施した。 （土木部都市計画課）

珠洲市日置地区

日　時 参加学校 参加人数

7/25（木） 珠洲市立直小学校 26名

8/29（木） 小松市立木場小学校 22名

9/4（水） 羽咋市立邑知小学校 24名

計 72名

＜いしかわ景観キッズプログラムの様子＞

羽咋市神子原地区 18



２ 県民参加の森づくりの推進

奥能登原木しいたけ活性化協議会
（シイタケ栽培・穴水町）

（１） こども森の恵み推進事業 （事業費：4,973千円）

子ども達を対象に森林環境教育や森林体験活動を行うＮＰＯ等２３団体を支援した。

湖畔公園コロサ管理組合
（炭焼き観察・七尾市）

白山麓ぶなもり自然塾
（雑木林フェスタ・白山市）

区分 H25

団体数 23団体

参加者数 4,245人
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開催日 開催テーマ 開催場所 大会内容 参加人数

10/12(土) 大崎海岸の森づくり かほく市大崎海浜公園 記念植樹 24

10/19(土) 能登の里山「広葉樹の森づくり」 穴水町字甲(町有林) 植樹等 53

10/20(日) 能美の里山づくり！ 能美市旭台及び長滝町
記念植樹、七ツ滝周辺の
ガイドハイク、里山活動紹介

50

10/23(水) 能登島マツ林再生を目指して 七尾市能登島 アカマツ植樹 87

10/26(土) 「おにゆりの里」の森づくり
白山市八田公園
（おにゆりの里）

公園マツ林内の低木整理 53

合計 5回開催 267

アカマツの植樹（七尾市）

（２） いしかわの森づくり推進月間事業 （事業費：2,320千円）

毎年10月を「いしかわ森づくり推進月間」と定め、県下 ５箇所で県民森づくり大会
を実施した。

能登の里山「広葉樹の森づくり」（穴水町） 20



下刈り作業の様子 （中能登町・石動山県有林）

（３） 企業の森づくり推進事業 （事業費：780千円）

企業による森づくり活動を推進するため、活動事例集の作成、企業に対する
説明会や現地見学会の開催、活動フィールドの仲介、技術指導等を行った。

植樹の様子 （津幡町・県森林公園）

区分 H25実績

協定締結企業数(新規) 2企業

締結企業数(のべ) 38企業

活動フィールド 42地区

森づくり活動参加者数 4,472人
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（４） いしかわ身近な森保全事業 （事業費：11,000千円）

地域住民と協働で集落周辺の放置された森林の整備・保全・活用を図る
４市町の取組へ支援を行った。

事業主体 事業内容 実施場所

加賀市
 野生獣の出没による被害が懸念される集落周辺
の森林の整備・保全（緩衝帯の整備）

加賀市直下町

小松市
 野生獣の出没による被害が懸念される集落周辺
の森林の整備・保全（緩衝帯の整備）

小松市（波佐谷地区、粟津地区、
那谷地区、中海地区、吉竹地区、
花坂地区）

能美市
 野生獣の出没による被害が懸念される集落周辺
の森林の整備・保全（緩衝帯の整備）

能美市（徳山町、金剛寺町）

 地域住民と協働した森林整備活動（除間伐、作
業道の整備、木材利用等）

金沢市（岩出町、堅田町、深
谷町、不動寺町）

 地域住民と協働した森林整備活動（広葉樹の整
理伐、植樹、下刈り、竹林伐採等）

金沢市上辰巳町

金沢市

＜緩衝帯整備の実施状況＞

（小松市吉竹町）

整備前 整備後
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からくり楽会（クロマツ植栽・金沢市）

（５） 森づくりボランティア推進事業 （事業費：3,438千円）

自主的に森づくり活動等を行うＮＰＯ等１３団体へ支援した。 （環境部里山創成室）

木滑里山保全プロジェクト（下草刈り・白山市）

区分 H25

団体数 13団体

参加者数 2,153人
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H25年度実績

計40回、園児1,045名〔38園〕参加

＜実施場所＞
　　夕日寺健民自然園（金沢市）
　　木場潟中央園地（小松市）
　　吉岡園地（白山市）
　　ちびっ子自然センター（羽咋市）
　　金沢大学能登学舎（珠洲市）

夕日寺健民自然園

（６） 里山子ども園推進事業 （事業費：2,000千円）

県内の保育園・幼稚園を対象に里山の自然体験プログラムを計40回実施した。
（環境部自然環境課）

木場潟中央園地

＜自然体験プログラムの様子＞
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団体名
18 団体

　のと共栄信用金庫 38.0
　“ニッセイの森　友の会”（日本生命金沢支社）
　・公益財団法人ニッセイ緑の財団 15.7

　石川フォレストサポーター会 4.5
　金沢菊水ライオンズクラブ 7.1
　株式会社NTTドコモ　北陸支社 2.3
　森林公園地域振興会・金沢森林組合エコグループ 3.5
　公益社団法人　石川の森づくり推進協会 10.0
　株式会社北國銀行 1.1
　生活協同組合コープいしかわ 1.2
　富士通株式会社　北陸支社 0.8
　TOTO株式会社　北陸支社 1.0
　鶴来信用金庫 11.9
　株式会社　石川コンピュータ・センター 0.3
　キリンビールマーケティング株式会社　石川支社 7.0
※株式会社　丸中組　 0.2
※株式会社　ハクイ村田製作所 1.4
※株式会社　ホクコク地水 0.8
※コマニー株式会社 0.4

合計 107.2

認定
吸収量

（t-CO2）

森林整備活動CO2吸収証書交付式

（７） 石川の森整備活動CO2吸収量認証事業 （事業費：842千円）

企業の森づくり活動を推進するため、森林整備活動に対する二酸化炭素の
吸収量証書を18企業（うち新規4）に交付した。 （環境部地球温暖化対策室）

＜H25年度 認証実績＞

※は新規25



事　業　名 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

いしかわ森林環境実感ツアー（一般） 128 168 131 68 66 60 40

いしかわ森林環境実感ツアー（子ど
も）

－ － － － － 246 445

いしかわ景観キッズプログラムの開催 － － 152 19 135 21 72

森づくり活動事例発表会 － － － 94 89 91 72

こども森の恵み推進事業 4,251 2,798 3,521 4,826 4,701 5,069 4,245

いしかわの森づくり推進月間事業 397 755 588 585 707 492 267

森づくりボランティア推進事業 1,410 2,951 2,669 2,225 2,312 2,495 2,153

企業の森づくり推進事業 400 1,619 3,020 3,148 3,325 4,334 4,472

いしかわの身近な森保全事業 125 282 254 265 310 465 306

里山子ども園推進事業
（もりの保育園推進事業）

－ 268 398 704 673 1,117 1,045

6,711 8,841 10,733 11,934 12,318 14,390 13,117計

森
林
に
対
す
る

理
解
の
増
進

　
県
民
参
加
の

　
森
づ
く
り
の
推
進

単位（人）
ソフト事業参加者数の延べ推移

26



○環境林整備事業の推進 8,600千円

いしかわ森林環境税による事業

手入れ不足人工林の整備（ハード） 県民の理解と参加による森づくりの推進（ソフト）

○環境林整備事業 530,840千円

・強度間伐 1,400ha
・侵入竹の除去 100ha
・荒廃竹林の伐採 10ha
・植栽（荒廃竹林の伐採後） 10ha
・再生竹の刈払 110ha

・森林所有者との協定締結等について定額を補助

○森林に対する理解の増進 10,900千円

・普及啓発や情報提供の実施
・森林環境功労者の表彰 等

○県民参加の森づくりの推進 26,300千円

・県民森づくり大会等の開催
・自主的な森林整備活動を行う団体等の支援
・子ども達が参加する森林体験活動への支援 等

593,621千円
税 376,722千円
国庫216,899千円

556,421千円 (うち環境税 339,522千円) 37,200千円 (うち環境税 37,200千円)

Ⅲ 平成26年度事業計画

○環境林モニタリング調査 16,981千円

・森林の機能回復を把握するための調査
・施業箇所の環境影響調査（事前調査）
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環境林モニタリング調査
－侵入竹林整備－

資料 ２



調査期間：H24～
▲：モウソウチク林、▲：マダケ林
○：強度間伐モニタリング場所（H20～）

調査地：H24施行地 20ヶ所

管内 箇所数
奥能登 ４（珠洲市１、輪島市２、能登町１）
中能登 ５（七尾市２、中能登町１、志賀町１、

宝達志水町１）
県央 ４（津幡町２、金沢市２）
石川 ２（白山市２）
南加賀 ５（能美市１、小松市２、加賀市２）
合計 ２０

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
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調査方法
10m×10mのプロットを設定

広葉樹更新と竹の再生調査

10m

10m

公益的機能回復の指標
被度および被覆率が
高いほど機能が高い

竹の駆除による広葉樹の混交
竹の再生を抑えて造林木の成長を促
進し広葉樹も更新させる

新竹の発生状況（春から夏）：
本数と成長

どんな広葉樹が入って
きているか？

樹種は？

大きさは？

本数は？

新竹伐採後の再生状況（秋）
本数と成長

１ｍ×１ｍの小枠
（5箇所）

・植生被度（％）
草本・木本・ササ類
の被度（％）

・A0層被覆率（％）

・光環境（天空写真）
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調査地の状況

プロットの設定状況 小枠の調査

天空写真
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侵入竹の伐採前から1年間の変化

伐採前 伐採直後遠望 伐採直後

新竹伐採(8月) 新竹繁茂 (8月)新竹再生 (10月)
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新竹の発生状況

親竹密度と新竹密度の関係

・新竹密度は、親竹密度と正の相関関係

・夏の刈り払いを実施することにより、新竹の発生が抑制される
傾向

●：刈り払い前（y = 0.0276x ‐ 54.149
R² = 0.6651）

○：刈り払い後（y = 0.0119x ‐ 25.577
R² = 0.7475）
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高木性広葉樹の更新状況

更新広葉樹の種数 更新広葉樹の本数

更新広葉樹の種数・本数は、伐採直後と比べ
１年後に大幅に増加
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y = 20.054x ‐ 195.46
R² = 0.4445

0

200

400

600

800

10 15 20 25 30

本
数

（
×1
00

本
/h
a）

開空度（％）

更新広葉樹の本数は、光環境が良いほど多い傾向

伐採直後の開空度と本数の関係

●：伐採直後、●：1年後

開空度
イメージ図

24.3%

8



下層植生の回復状況
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主な高木性広葉樹の出現状況

・伐採直後には、シロダモが出現頻度、本数ともに圧倒的に高い値を示し、ウラジ

ロガシ、スダジイ、ヤブツバキなどが続く（ほとんど耐陰性が高い常緑広葉樹で、前生

稚樹と考えられる）。

・1年後には、新たに更新したカラスザンショウ、アカメガシワが出現頻度、本数とも
に高い値を示し、これにシロダモが続く。

主な広葉樹

1年後： シロダモ
アカメガシワ

1年後： イイギリ
ヤマザクラ

出現頻度 平均密度 平均樹高 出現頻度 平均密度 平均樹高

（％） （本/ha） （H） （％） （本/ha） （H）

1 シロダモ 85 2,745 57.8 90 2,945 57.8

2 ウラジロガシ 80 400 45.6 30 450 47.3

3 スダジイ 60 300 18 40 320 22.2

4 ヤブツバキ 45 305 55.3 50 340 53.4

5 アオハダ 30 85 37.6 50 310 18.6

6 コシアブラ 30 105 67.9 35 120 47.1

7 ウワミズザクラ 20 130 24.9 35 130 43.2

8 ケヤキ 20 40 16.4 45 170 16.4

9 コナラ 10 20 14 45 510 20.5

10 ホオノキ 10 20 20 55 180 16

11 ヤマザクラ 10 110 24.2 75 515 18.3

12 ヤマグワ 5 35 19.5 60 215 21.2

13 クリ 5 5 12 35 80 37.9

14 カラスザンショウ 5 5 10 85 5,215 20.6

15 アカメガシワ 0 0 100 4,430 16.2

16 ネムノキ 0 0 60 355 13.6

17 エノキ 0 0 50 275 15.8

18 クマノミズキ 0 0 40 370 17.5

19 オニグルミ 0 0 40 125 38.4

20 イイギリ 0 0 30 220 10.5

伐採直後 1年後

No. 樹種
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